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第1表家事事件等新受件数歴年比較表
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(注） 1 町法統計による。平成22年は速報値である。
2 （ ）内の数値は，平成13年を100.0とした指数である。
3 平成16年以降の総数には，人事訴訟事件，通常訴訟事件，家事抗告提起事件，民
事控訴提起等事件，民事再審事件及び保全命令事件の新受件数を含む。

第1図家事事件等新受件数の推移
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第2表審判事件新受件数歴年比較表
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第3表調停事件新受件数歴年比較表
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第4表成年後見関係事件新受件数歴年比較表
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第5表遺産分割事件新受件数等歴年比較表
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第6表－1 人事訴訟事件新受件数等歴年比較表
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平成13年から平成15年までは地方裁判所に係属した事件を,平成16年以降は地方裁

判所及び家庭裁判所に係属した事件を対象としている。

(件数） 第6図人事訴訟事件新受件数等の推移
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第6表－2参与員関与等歴年比較表

平成18年 平成20年平成19年 平成21年 平成22年
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(注) 1
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司法統計による。平成22年は速報値である。

家庭裁判所において終局した事件を対象としている。



第7表少年保護事件新受人員歴年比較表
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危|鱗迩娠致傷事件‘ 19 25 131 25 23 351 45 49 44

℃適職…〃| $0｡2821 ,3"､2,673i ,5,749i ,0,578! "｣746I ,9,963i",692: 33,9妬| 31,1231

I

(注） l 司法統計による（ただし，平成22年の数値は速報他である。 ）

､

！

第7図少年保護事件新受人員の推移
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第8図

凶悪犯の新受人員の推移
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第8表少年保護事件新受人員の少年人口比の推移

・道路交通事件

8 1,000人
新受人員I当たりの人員

44,7461 5．9

39,9631 5．3

33,6921 4．6

33,945i 4.7

31,123i

総 数 一般保護事件

･ 1 1,000人
新受人員I当たりの人員

． ：
ゞ ････-.-=･一･ ･一‐－－…….鴎 〃-． ゞ “ ,j

167,053； 21;9

154,6878 20．7

139,303: 18.9

138,105； 19.0ル

131,9001

年次 少年人口 ，
(14歳～19歳) I ; 1,000人

新受人員I当たりの人員

211,7991 27．7

194,650i 26.]

172,995； 23．5

172,050! 23.6
p

163,023!

7,637,000

7,472,000

7,363,000

7,285,000;

年
年
年
年
年

８
９
０
１
２

１
１
２
２
２

成平

(注） 1新受人員は司法統計による（ただし，平成22年の数値は速報値である。 ） 。 、

2人口は総務省統計局「10月1日現在推計人口」による。なお,平成23年現在平成22年の

推計人口は公表されていない。


